















































そこで宮古諸島からは宮古島と 多 良 間 島 、八重山諸島からは石垣島と竹富島を取り上げ、それ















































現在、宮古島は 平 良 、 城辺 、上野、下地の4つの地区に分かれており、中心は平良地区である。
ひら ら ぐすくべ
ここでは主として平良地区についてまとめる。
平良地区は宮古島の北部にあたる。北に向かって半島が伸びており、その先端は 西 平 安 名 崎 










統治した 仲 宗 根 豊 見 親 玄 雅 とその三男である 知 利 真 良 豊 見 親 の墓、宮古島で最も重要な御嶽の
なか そ ね とよ み や げん が ち り ま ら とよ み や
1つで、人蛇婚説話でも知られる 漲 水 御嶽、過酷な人頭税の記憶で語られる通称「人頭税石」（「賦
はり みず
計り石」）、などをみることができる。また、平良近郊には「ガー（井）」と呼ばれる井泉がある











指定されている 東 平 安 名 崎 がある。上野地区は宮古島の南部にあたり、前述のとおり、同地区










ンなどの植物群落は天然記念物となっている。その他に、 嶺 間 御嶽のアカギ、 運 城 御嶽のフク













重要な史跡としては、 土原 豊 見 親 のミャーカがある。土原豊見親は16世紀初期に多良間島を








黒島、 新城島 （上地と下地）、鳩間島、由布島、波照間島、 嘉 弥 真 島 （以上、竹富町）、与那国











































を引き継いだのが、後に「八重山研究の父」と呼ばれた 喜 舎 場 永 珣 である(12)。
























蒔き」の行事である。また、日本最南端の寺院として喜宝院がある。喜宝院は 上 勢 頭 亨 が開山




















































































なお、ここに登場する土原ヲソロは、後に 土 原 豊 見 親 春 源 となる人物であり、仲宗根豊見親















ジの妹に 真 乙 姥 と 古乙 

























































　③幸本御嶽（酋長は久米島から渡来した 小波本 節 瓦 殿 ）







　④仲筋御嶽（酋長は沖縄から渡来した 新 志 花 重 成 殿 ）










　⑥久間原御嶽（酋長は沖縄から渡来した 久 間 原 発 金 殿 ）














































すなわち、一つは 目 黒 盛 豊 見 親 の系譜であり、もう一つは 与 那 覇 勢 頭 
め ぐろ もり とよ み や よ な は せ ど












































ことである。具体的には、石垣島では大浜地区のオヤケアカハチ、石垣地区の 長田 大 翁 主 、平
なーた う ふ しゅ
久保地区の 平 久 保 加 那 按 司 、川平地区の 仲 間 満 慶 山 英 極 、西表島では 慶 来 慶 田 城 用 緒 、波照間
ひら く ぼ か な あ じ なか ま みつ けー ま えい きょく け らい け だ ぐすく よう ちょ
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島では 明 宇 底 獅 子 嘉 殿 、そして与那国島ではサカイ・イソバなどである。15世紀末の八重山諸







































































あった。長田には 那 礼 塘 、
な れ とう
 那 礼 
な れ








































職を与えられたが、それを平得村の 多 田 屋 遠 那 理 に譲り、自らは永良比金に任じられた(53)。大
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